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『古今佐倉真佐子』

令和 4年度遺跡発表会

にみる佐倉城

外 山 信 司

(佐倉市文化財審議会委員・千葉市立郷土博物館 )

は じめに

(1)佐倉藩 ・…江戸時代、房総最大の藩。その支配の中心であった佐倉城 と城下

(2)戦 国時代、享徳の乱の過程で、15世紀後半に千葉氏が本拠 を名字の地 「千葉」か ら本佐倉城

(酒 々井町・佐倉市、国指定史跡)へ移 して以来、下総の政治的中心 となる

(3)慶長15年 (1610)に 小見川 (香 取市)か ら転封 された土井利勝が、中世城郭 としての本佐倉

城に代わる近世城郭 として佐倉城 を築城 (中 世の鹿島城のあつた地に )

(4)江戸の東に位置する要地佐倉には、老中などを務 める有力な譜代大名が次々に藩主 となる

土井→石川→松平 (形原)→ 堀 田→松平 (大 給)→大久保→戸 田→重E菫→松平 (大 給)→ 塀 田

(5)佐倉藩士の語 る佐倉城 と城下、人々の暮 らしを伝える史料『 古今佐倉真佐子』

城絵図の研究や発掘調査の成果 と補い合 うことで、江戸時代の佐倉城の姿がわかる

1 『 古今佐倉真佐子』 (こ こん さくらま さご)と は

(1)佐倉藩主稲葉家の家臣、渡辺善右衛門守由 (1701～ 62)の 著

元禄 15年 (1702)～ 正徳 2年 (1712)、 享保 2年 (1717)～ 同 8年 (1723)佐 倉に住む

(2)江戸時代18世 紀中頃の佐倉 (佐倉城・城下町)と 領内について、実際に暮 らした藩士の 1民 か

らみた様子 を活き活きと描 く希有な書物。『 淀古今真佐子』 とペア (序文 )

(3)宝 暦 3年 (1753)以前の成立、約270年前の佐倉について詳細に記述、彩色 された絵図 「総州佐

倉御府内之図」が付 く・・・「府内は絵図 と引合見ると、とくと合点す る也。」

(4)佐倉藩主稲葉家 とは

①三代将軍徳川家光の乳母春 日局 と稲葉正成の子正勝が老中となる。堀田家 も同族【系図】

②正通 (正往 )、 元禄14年 (1701)越 後国高田 (新潟県上越市)か ら入封。正知は、享保 8年 (1723)に

山城国淀 (京 都市伏見区)へ 、稲葉家は淀で明治維新を迎える

(5)佐倉の姿が形作 られた稲葉氏の時代 ・…領国を明確 に意識

稲葉家家臣、磯辺昌言の著書『 総葉概録』 (歴史 )、 『佐倉風土記』 (地 誌 )

2 『 古今佐倉真佐子』のテキス ト

(1)原本 ・…渡辺善右衛門の子孫が佐倉市へ寄贈、佐倉市指定文化財、平成28年 (2016)に 修復

(2)『 日本庶民生活史料集成 第 8巻 見聞記』 (三一書房、1969)に 平山敏治郎氏 (民俗学)が 、『淀

古今真佐子』 とともに翻刻、解説

(3)佐倉では 3日 にわたり翻刻、佐倉市史編 さん委員会編『佐倉市史料 第二集 古今佐倉真佐子』

(1983、 青柳嘉忠氏が担当)と して普及

(4)決定版テキス トとして、佐倉市史編さん委員会・佐倉市編『佐倉市史料叢書 古今佐倉真佐子』

(2017、 放送大学千葉学習センター菅原ゼ ミ(菅 原憲二)の 翻刻 )。 付図 「総州佐倉御府内之図」

が刊行 される ・…原本に忠実な翻刻、今回もこれを使用。正確で読みやすいテキス トを

3 『 古今佐倉真佐子』にみる佐倉城

(1)佐倉城下城 くわく(城郭)の 趣

①城の立地 ・・・「後堅固の城」「城の後大キ成ふけにて深サ何程有か不知」「東向追手也」

②本丸 ・…天守・銅櫓・二重櫓・屋形・一ノ門・不明門

空堀 「はまるといのちがけのから堀也」
「聖なる空間」としての城郭 「本丸ハ 権現公御腰かけさセ られ し故恐 レて代々城

主本丸住宅 をセざる也」

一ノ門 「見付にて」「不残かわらぶきしゃちほこ有之、平 日小役人番をす る」

③帯曲輪・水堀

④二之丸 ・…藩主の住む場、政庁 として

城米蔵 。たいめん所 「城主帰城の節参府迄此たいめん所二住ス」。日付べや

ニノ門 「見附にて三階門かわ らふきしゃちほこ付」「士番也」

武器・武具の倉庫 としての天守・門
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(2)三之丸一曲輪之趣

①台所 。三ノ門「見附にて三階門かわらぶき門下足軽番」

②藩主 (万 祥院、稲葉正知)の火事見舞い

③稲葉大右衛門屋敷 ・…海隣寺墓地に墓碑あり

④浅間社 「城のちんしゆにてせんけんの社也」

⑤小性 (小姓)長屋・米蔵

⑥椎本門「見附にて三階門かわらぶきしゃちほこある、門下足軽番付」

⑦角馬出「門のそと左右から堀まいの如 し、門前土橋也、角馬出左右 くいちがい土手向の方一

めんに土手、各大土手にて芝附大杉並木也」

(3)椎の本曲輪いちゑんに印

①あたこ坂 ・…愛宕社、別当園正寺

②秋葉之社 ―・「うのくそ山」

③下屋敷書院 ・・・「人九歳斗のかむろ前 (毎 )夜 出ル」

④へび坂 。杉坂・愛宕坂の怪異

(4)根曲輪辺より七曲天神曲輪之趣

①あかす門「籠城の節の落回の門也」

②百疋立の厩・馬場・馬献上 「野駒御拝領之節つなぐ小や場也」 ・…佐倉牧で放牧された馬

③田町かた町前 「此辺ハ 日光水出るル、ゆか上迄水付水あか りする也」・田町門 (揚 手 )

④水花壇・臼田理兵衛屋敷脇の池 「かわすがつセん (蛙 合戦 )」  ・…現菖蒲畑 。姥ケ池

(5)天神曲輸より裏表広小路中下町大下町之趣

①天神社・別当大正院 (大乗院)、 稲荷社 ・…「堀田上野介殿きしんのかね也」

②広小路 「佐倉大名小路也」

③追手門「見附にて三階門ハハ (か )わ らぶきしゃちほこ付ク、足軽番門下也」

④二重のや くら「時をうつ矢倉也、時ハつ りかね也」「出火の節も (略 )早かね打也」
…明治になると教安寺へ移 され、太平洋戦争で供出される

⑤中下町 。大下町 ・…佐倉東高校付近では、地下深 くに城下町の遺構が良好に残る (『 千葉県文

化財センター調査報告書 第 327集 佐倉市佐倉城跡 千葉県立佐倉東高等学校部室建設に伴

う埋蔵文化財調査報告書』 1998)

おわ りに

(1)多 く記 された 「魔所」 と怪異現象・神仏・祭ネL ・…人工的な構築物・軍事施設であ りなが ら

「聖なる空間」でもあった城郭

(2)植物・動物 。自然への関心 ・…人間を超えたもの と共存 していた江戸時代の人々

(3)ひ とりの藩士が佐倉城 をどのように思い、 どのように感 じていたかを知ることができる
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ち
い
さ
き
栗

『●
』
の
う
ら

『●
』
表
に
は
り
て
・戸
之
、
昔

【此
石
に
】

・　
　
　
　
　
　
　
　
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

　

　

・

・　
　
　
　
‐
　

　

・

口
　
□
金
を
す
り
こ
ミ
敷
た
る
よ
し
申
伝
ル
、
佐
倉
御
領
地
の
時
分
迄
此
石
」
４
オ

【争

】　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『ハ
』

口
□
し
か
ひ
ろ
い
取
し
故

二
御
所
替
の
時
分

『●
』
ま
れ
二
あ
る
事
そ
か
し
、
玄
関
の

【工副
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

口
ま
東
二
三
階
門
有
之
、
則
見
付
に
て
一
ノ
門
と
号
、
不
残
か
わ
ら
ぶ
き
し
や
ち
は
こ

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

有
之
、
平
日
小
役
人
番
を
す
る
、
此
外
′
南
の
方
又
見
附
有
之
、
か
わ
ら
ふ
き

し
や
ち
は
こ
付
不
明
門
と
云
て
番
人
な
し
、
し
め
切
也
、
此
門
の
内
少
先
二
へ
い
に
て

仕
切

て
入
口

へ
い
に
回
有
、
此
内
東
西
長
南
北
セ
ま
く
ば

ゝ
の
如
し
、
此
行
当
り

又

へ
い
あ
り
て
回
有
、
戸
し
め
て
有
之
、
此
国
の
内
少
地
高

二
し
て
天
守
也
、

（本
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（狭
間
）

木
丸
の
東
西
南
北

へ
い
に
て
か
け
廻
や
ね
か
ハ
ら
こ
し
板
白
か
べ
さ
ま
切
て
有
之
、

又
東
の
方
′
南
北
の
方

へ
い
の
そ
と
か
ら
堀

に
て
深

サ
三
十
間
斗
や
け

芝
附
て
有
之
、
あ
や
ま

つ
て
此
堀

の
は
た

へ

落
也
、
急

二
あ
か
る
事
不
叶
、
す
て
に
椎
木
門
外
の
か
ら
堀

へ
河
崎
新
五
兵
衛

レ

（
気
　
絶

）

三
男
大
之
助
遊
二
行
て
ふ
ミ
は
つ
し
て
落
し
か
き
セ
つ
し
て
左
の
足

損
し
て
数
日
懸

ゝ
り
て
全
快
セ
し
か
強
す
り
た
る
故
二
あ
し
の
そ
と

に
く
ひ
け
て
後

ニ
ハ
筋
青
見

へ
て
あ
し
き
事
也
、
是
が
も
と
二
成
し
か

「川
ｔｉ
＝
＝
＝
＝
‐
＝
‐
‐
‐
‐
『と
し
，一「
＝
「
「「
ヨ
「‐
「Ｉ
Ｈ
Ｉ
「
―
‥！
―
‥
＝

十
歳
斗
に
し
て
死
ス
、
ケ
様
成
故
は
ま
る

「●
』
い
の
ち
が
け
の
か
ら
堀
也
、」
４
ウ

ヽ

し
■
′

ヵ
、ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘．
‐
‐

．
‐

．
‥

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
Ｌ
ｒ
日
、

本
丸
後
の
山
ぎ
し
故
堀
な
し
、
上
′
四
五
間
下
二
帯
曲
輪
と
て
細
キ
道
有
　
　
　
　
　
　
　
１
・

ヽ
日
′

外

一
切
♂
視
、
此
下
三
十
間
斗
下
二
の
門
の
後
辺
迄
水
堀
也
、
是
ι
見
あ
く
れ

ハ
　
　
　
　
】ｍ
Ⅲ

山
の
上
は
る
か
に
高
天
守

ハ
木
立

二
て
♂
見
、
此
堀
つ
辺
谷

二
て
請
２
故
水
堀
也
、

深
サ
不
知
、
水
こ
く
青
し
て
す
と
・し
、
此
堀
■
本
主
う
わ
ば
ミ
也
、
ひ
と
ヽ
セ
松
井
七
左
衛
門

『
へ
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『夕
しヽ
　
　
　
　
　
　
ま
ん

根
曲
輪

『ｏ
］
行
と
て
此
堀
ば
た

『●
』
行
し
に
真
中
程
に
て
大
木

の
松
本
た
を
れ
あ
り
し
故

ニ

『ゃ
Ｌ

『／
、
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
り
　
　
　
　
　
　
「斗
の
』
　
　
　
『に
て
有
之
』
　

『方
』

ゃ
ぅ

『●
』
ま
た
き
て
通
り
し
也
、
此
堀
ば
た
′
三
間

「●
』
道
は
ゞ
歩
鼎
罪
卜
向

の

『●
』

一
め
ん
二
ま
竹

『
・／

・

の
や
ふ
也
、
此
や
ふ
の
内
所
ヽ
に
そ
と
へ
出
ル
道
あ
り
、
そ
と
畠
也
、
又
七
左
衛
門
同
道
を

「
に
』

帰
り
し
に
く
た
ん
松
本
往
来
共

『・
』
や
ふ
の
内
′
た
を
れ
あ
り
し
故
此
男
常
二
か
し

『を
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
『ふ
た
つ
』
　
　
　
　
　
　
『に
』

の
木
づ

へ
を
つ
き
し
故
つ
へ
に
て
を
か
ミ
打
二
松
本

『・
』
打
け
れ
ハ
つ
ヘ
ハ
“平
や
二
折
た
る
か
俄

『●
』

此
木
ぅ
こ
き
出
て
ざ
ん
じ
堀

へ
入
俄

『●
』
高
波
を
う
た
セ
事
の
ふ
す
さ
ま
じ
き

『誇

】

故
口
七
左
衛
門

一
さ
ん
二
宿

へ
帰
り
し
ば
ら
く
あ
り
て
大
熱
来
り
て
百
日
の
余

『
の
』
　

『則
』

煩
た
る
也
、
則
堀

『・
」
主
の
う

ハ
ば
ミ
也
、
外

二
見
た
る
人
な
し
、

つ
ね

二
此
道
往
来

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

１

１

１

‥

‥

‥

‥

―

（
ん

行
ふ
ミ
は
つ
す
と

一
さ
ん
二
そ
こ
迄

二
堀

て

一脱
力
）
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【人
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『の
』
　
　
　
（力
）　
　
　
　
　
（

・マ吏
バ
ン
『に
て
』

□
ロ

ハ
な
し
、
此
堀
ば
た
南

『・
』
方

へ
行
て
木
戸
あ
る
、
定
番
φ
足
軽
也
、
居
宅
二

【軒
厄
】

目
□
介
共
二
行
て
く
ら
す
也
、
扱
此
堀
ば
た
を
北
の
方

へ
行
と
堀
留
り
て

【長
屋
】
　

　

【に
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
厩
　
）
　
　

　

〓
“で

日
国
の
先
□
堀
有
、
則
蓮
池
也
、
此
堀
の
き
わ
′
む
ま
や
な
り
、
扱
又
」
５
オ

ヵ
】
、　
　
　
　
―

‥
‥
′
　

　

　

「あ
か
ず
に
て
有
之
』
　
　
　
　
　
　
ツ
ト

目
□

一
ノ
門
の
外
北
の
方
二
階
門
有
之
、
小
ホ
＝
＝
水
韮
Ｔ
十
■
Ｌ
、
此
外
城
米
蔵
有
ル
、

『
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
へ
』
　

ム
ツ

ロ
□
平
日
し
め
切

『●
』
留
守
居
組
番
を
勤
ム
、
か
ぎ
ニ
ノ
門
上
番
所

『・
」
暮
六
時
持
来
り

【納
】

□
明
六

つ
時

二
来
り
て
請
取
行
也
、
此
門
内
′
東

の
方

一
か
ま
い
や
し
き
あ
り
、
た
い
め
ん

所
と
云
也
、
城
主
帰
城
の
節
参
府
迄
此
た
い
め
ん
所

二
住
ス
、
本
丸

ハ
　
　
権
現

公
御
腰
か
け
さ
セ
ら
れ
し
故
恐
レ
て
代
ヽ
城
主
本
丸
住
宅
を
セ
ざ
る
也
、
此
た
い
め
ん
所
ニ

表
門
南
と
冨
士
南
と
の
間
二
向
て
有
之
、
門
の
内
右
の
方
本
丸
の
方

へ
向
て
広

間
侑
牝
、
さ
い
ゼ
ん
ハ
寄
合
衆
と
云
て
只
今
の
並
番
の
類

へ
寄
合

へ
入
り
て

Ｆ
ギ
〓
、
　
・

三
人
つ
ゝ
昼
夜
番
を
ス
、
暮
時

一
人
つ
ゝ
天
守

『・
』
迄
打
廻
リ
ニ
行
也
、
此
外
目
付
べ
や

有
之
て
目
付
詰
、
御
在
城
の
節
ハ
人
沢
山
二
詰
所
／
ヽ

へ
詰
し
か
留
守
の
内

ハ
広

間
と
日
付
べ
や
斗
也
、
御
殿
中
し
め
切
同
前
也
、
門
の
方
長
屋
也
、
西
の
方

へ
い
斗
二
て

裏
門
有
之
、
表
長
屋
の
先
又

へ
い
成
り
、
大
書
院

『ぃ
］
庭
也
、
も
ち
の
木
二
本
斗

や
　
　
　
　
　
―

声
之
、

　
レ
不
残
こ
け
ら
ぶ
き
也
、
此
長
屋
門
の
前
向

へ
か
き
の
手

二
長

『・
』
あ
る
、
こ
し
か
け

や

「
の
』
　
　
　
　
（低
く
）

な
り
、
こ
け
ら
屋
根
也
、
此
長
″

「ｏ
』
下
少
地
び
ぐ
也
、
夫
故
此
辺
い
し
か
き
三
方
ニ

あ
る
、
此
長
や
先
少
坂
あ
り
て
た
い
め
ん
所
の
表
門
ま
へ
出
ル
、
坂
丸
太
の
ふ
セ
木
」
５
ウ

か
き
の
手
の
長
や
の
下
東
の
方
ニ
ノ
門
侑
一セ
、
見
附
に
て
三
階
門
か
わ
ら
ふ
き
し
や

「
お
‐
　

　

一貝

・

ち
は
こ
付
、
此
門
内
二
な
か
こ
鞣
一ろ
九
尺
二
四
間
の
番
所
建
て
士
番
也
、
昼
一
人

夜
二
人
つ
ゝ
詰
ル
、
是
ハ
下
屋
敷
後

二
出
来
て
た
い
め
ん
所
の
番
人
下
屋
敷

へ
引
、
日
付

『
Ｃ

¨

べ
や
も
同
様
二
引
し
故
に
ニ
ノ
門
士
番
二
成
ル
、
夫
迄
ハ
一
曲
輪
そ
と
三
ノ
門
二
番
所
あ
り
て

勤
し
を
こ
ゝ
へ
引
く
、
大
守
御
通
之
節
ハ
門
の
外

へ
昼
夜
共
二
罷
出
ル
也
、
此
番

又
な
か
は
と
二
俄
二
と
こ
付
て
門
下
足
軽
詰
所
の
弓
鉄
胞
上
番
所

へ
引
て
か
さ
る
也
、
又

〓

一

所
替
口
両
年
前
ι
三
の
間
の
番
へ
引
て
右
の
番
所
く
つ
し
取
た
る
也
、
此
門

『下
‘
』

の
そ
と
右
の
方
ハ
天
守

『・
」
水
堀
つ
ゝ
き
大
き
成
が
け
也
、
左
の
方

へ
い
か
け
ま
ハ
し

そ
と
か
ら
堀
、
留
守
居
組
番
仕
ル
、
門
迄
か
き
の
手
二
は
り
ま
し
て
有
ル
、
此
両
門
入
口

ヽ
土
楯
』̈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（壁
）（ハ
脱
力
）　
　
　
』ガ
』

と
ば
し
に
し
て
は
ら
ざ
る
也
、　
へ
い
の
や
ね
か
わ
ら
こ
し
板
白
か
へ
さ
ま
あ
る
、
城

【不
残
】

内
□
□
白
か
べ
也
、
年
始
五
節
句

二
留
守
之
節

ハ
老
中
罷
出
諸
士
罷
出
ル
、

年
始

ハ
明
七

つ
時
′
五
節
句

ハ
明
六

つ
時
ま
い
り
か
ゝ
リ
ニ
行
て
礼
を
申
上
ル

と
退
出
す
る
也
、
○
天
守

『ｏ
」
武
具
方
役
所
不
明
門
二
階
馬
具
方
役
所

一
ノ
門

口
□
い
弓
方
役
所
城
米
蔵
脇
の
蔵
鉄
胞
方
役
所
也
、
扱
城
本
丸
の
後
前
」
６
オ

ロ
国
大
木
の
杉
な
ミ
木
取
わ
け
天
守
の
後
′
北
の
方
′
不
明
門
の
脇
辺
迄
ハ

ク

ロ
ロ
ニ
さ
い
か
ち
榎
各
大
木
数
百
本

，
有
セ
故
極
ヽ
深
山
の
如
に
し
て
漸
／
ヽ

表
手
′
ハ
余
遠
キ
所
‘
天
守
の
屋
根
少
斗
見
ル
也
、
右
あ
ら
ハ
セ
し
分
二
て

本
九
二
ノ
丸
相
済
也
、
是
′
末
三
ノ
丸
過
て
外
四
輪
家
中
屋
敷
夫
ヽ
『ｏ
］
あ
ら
す
也
、

＝

「
子

´

ｉｌ
＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝
＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝
＝

＝

＝

＝

・米
□
内
絵
図
と
引
合
見
ル
と
と
く
と
か
つ
て
ん
す
る
也
　
（申
麒
中）

No.7

〇
三
之
九

一
曲
輪
之
趣

′

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ｒ
ヽ
・

二
之
門
の
外
左
の
方
小
土
手
芝
附
ク
、
人
の
セ
い
た
け
位
の
松
う

へ
『●
』
一
め
ん
二
か
り
て
た
い
ら
な
り
、
此
松

の
本
二
つ
割
の
竹
や
ら
い
也
、
本
九
二
九
三
丸
か
ら
堀
共
は
ゞ
凡
二
十
間
余
、
右
松
の
な
本
の
下
大
が
け

【に
て
】
『
一
』
【め
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
　
　
　
　
ク

ロ
□

『●
』
□
ん
に
芝
有
り
て
天
守
下
水
堀
江
つ
ゞ
く
、
此
松
な
ミ
木
向
堀
ば
た
小
手
土
手
芝
附
、
此
問

門
′
二
十
間
余
、
此
向
左
右
へ
道
有
ル

‐
‐
‐
―
―
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ト
　
　
　
　
　
ミ
キ
　

『
の
方
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
の
方
』

左
の
方

へ
行
て
三
ノ
門

へ
出
ル
、
門
外
左
右
屋
敷
右
之

『ｏ
』
八
大
内
蔵
允
屋
敷
、
左

『・
』
金
万
定
右
衛
門

（敷
脱
力
）

屋
、
此
屋
敷
前
角
門
の
内
に
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「斗

の
」

九
尺
二
四
間

『●
』
士
番
所
、
此
内
先
の
方

一
間
た
い
所
也
、
と
こ
付
弓
鉄
胞
節
ル
、
三
ノ
門
見
附
二
て
三
階
か
わ
ら

ツ
ト
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
の
脱
力
）

ぶ
き
門
下
足
軽
番
、
門
の
外
左
の
方
か
ら
堀
に
て
内
蔵
允
屋
敷
脇
二
あ
た
る
、
大
杉
並
木
そ
根

ヽヽ

え

―
・
ン
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ
こに

ｏ

本
竹
や
ら
い
、
右
の
方
大
土
手
芝
附
、
此
上
大
杉
並
慟
木
竹
や
ら
い
、
此
行

『”
』
か
き
の
手
二
か
ら
堀

杉
並
木
有
一セ
、
此
堀
留
り
内
蔵
允
屋
敷
末
と
稲
葉
大
右
衛
門
屋
敷
と
の
さ
か
い
へ
堀
廻
し
て

七
曲
の
坂
下
留
メ
ヘ
落
ル
、
臼
田
理
兵
衛
脇
の
た
め
也
、
此
留
メ
谷
間
也

八
太
内
蔵
允
屋
敷
所
替

一
両
年
前

二
十
月
自
火
に
て
暮
六
半
時
出
火
に
て
夜
半
迄

ニ

‐
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『
ｉ
へ

〓

】
　
　
　
　
　
・け
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
』
　

・

・　

　

　

　

　

　

‐

□
間
不
残
や

『ｏ
』
る
、
三
ノ
御
門
脇
大
杉

へ
火
移
り
も

へ
し
を
三
本
切
■
外

へ
火
移
さ
る
也
、
此
節

レ

鵜́
岬ガ
外
ｆ
知
″
　
　
　
　
（マ
マ）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
・
　

‥
‐

万
詳
院
君
御
在
城
故
早
束
御
供
廻
ヲ
以
御
使
成
跛
一■
同
夜
拝
領
物
あ
る
也
、
夫
′
表
長
や

斗
建
て
本
家
ハ
不
建
、
左
近
様

へ
相
渡
ス
、
其
比
三
つ
門

へ
ニ
ノ
門
′
士
番
ひ
け
て
勤
ム

レ『敷
』

金
万
定
右
衛
門
屋

『ｏ
』
脇
内
蔵
允
門
の
ま
ん
向

ヘ
ニ
門
有
一セ
、
常
の
か
ぶ
き
門
、
左
右
少

へ
い
」
７
オ

此
門
′
そ
と
大
坂
に
て
門
の
き

『●
』
ふ
た
ま
た
の
坂
也
、
門
を
出
左
の
方
坂
三
間
斗
行
て
う

ヘ
ニ
又
門

（居
脱
力
）

・
有
一セ
、
大
木

の
松
山

二
て
を
く
ら
し
、
此
門
の
内
木

の
鳥
丹
塗

二
し
て
あ
る
、
城
の
ち
ん
じ
ゆ
に
て

―

【せ
】
―
―
―
―
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『方
』
　

『
の
』

□
ん
け
ん
の
社
也
、
此
山
中
二
有
ル
、
二
間
四
角
・斗

『・
』
く
す
や
の
官
也
、
毎
年
六
月
朔
日
二
は

「
正
い
ｏ　
　
　
　
　
　
ヽ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
ロ
ラ

祭
礼
二
御
輿

一
つ
御
神
前

へ
出
ル
、
い
つ
か
た
へ
も
渡
ル
事

『・
』
也
、
別
当
勝
蔵
院
神
主
宮
越
相
馬
装

東
に
て
相
詰
終
日
罷
在
ル
、
山
中

ヘ
ハ
町
′
少
斗
く
わ
し
う
り
な
ん
と
出
ル
、
金
万
定
右
衛
門
屋
敷

□
□
毎
年
此
日
ニ
ハ
ひ
や
麦
ヲ
大
分
こ
し
ら

へ
一
門
中
を
あ
つ
め
て
終
日
セ
ん
け
ん
祭
り
と

云
て
遊
事
也
、
此
社

ハ
常
二
行
者

一
切
な
し
、
祭
礼
の
日
斗
也
、
此
社
の
前
の
坂
を
右
の
方

へ

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ
辱

　

　

・■

´

行

ハ
此
山
の
す
そ
を
凡
二
丁
斗
の
坂
ヲ
田
り
る
と
右

の
方
鷹

へ
や
也
、
此
下
た
か
て
う

町
と
云
、
末

二
記
ス

扱
ニ
ノ
門
の
前
三
の
問

へ
行
方
向
大
土
手
芝
附
大
杉
並
木
本

の
本
竹
や
ら
い
也
、
そ
の
そ
と

か
ら
堀
、
此
土
手
二
あ
た
り
ニ
ノ
門
前
′
三
ノ
門
の
方
不
見
、
ま
す
か
た
の
趣
也
、
此
か
ら
堀
八

内
蔵
允
の
書
院
脇
′
椎
本
の
方

へ
堀
廻
し
て
有
之
、
二
の
門
前
左
の
方
角

木大

『鍵
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
共
マ
マ
）
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ゃ
脱
ヵ
）

か
ぎ
の
て
に
長
屋
有
ル
、
小
性
長
屋
と
号
ス
、　
一
む
ね
十
四
五
間
斗
の
長
か
ぎ
の
手
ニ

有
之
、
こ
け
ら
ぶ
き
む
な
か
わ
ら
白
か
べ
こ
し
板
あ
る
、
御
在
城
の
節
ハ
諸
士
井

『
の
』

か
ち
の
者
手
廻
の
者
罷
在
ル
長
屋
也
、
此
前
の
二

『●
』
門
の
堀
ば
た
也
、
足
を
左
の
方

へ

行
て
行
当
り
竹
の
高
や
ら
い
に
て
凡
二
十
間
斗
を
し
ま
し
て
有
ル
、
入
回
の
間
二
つ
」
７
ゥ

あ
る
、　
一
つ
行
当
二
有
ル
、　
一
つ
ハ
折
曲
し
先
二
あ
る
、
各
か
ぶ
き
門
也
、
□
内
向
三
十
間
斗
の
く

『
の
』
　
　
　
『
に
て
』
　
　
　
―

す
や
の
長
屋
つ
ね

『ｏ
』
か
べ
■
有
之
、
米
蔵
也
、
此
蔵
′
家
中

へ
飯
米
相
渡
ス
、
尤
知
行
米

レ

ダ

カ

米
不
残
是
に
て
相
渡
ス
、
三
斗
二
升
俵
に
て
こ
ミ
高
と
云
物
入
て
四
斗
二
升
俵
也
、
四
斗
二
升

レ

（
と
ヽ
ル
カ
）

俵
を
三
斗
弐
升́
号‐
し
て
渡
ル
也
、
此
上
の
升
め
ハ
知
行
米
の
よ
ぶ
ん
の
米
也
、
蔵

日
ニ
ハ
在
′
馬
出
馬
附
に
し
て
家
中

へ
渡
ス
故
二
俵
三
俵
つ
ゝ
一
度
請
取
也
、
駄
賃
銭

（
二
脱
力
）
　

　

『又
所

二
寄
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
チ

相
払
也
、
三
俵
附
二
十
四
銅

『ｏ
』
三
十
弐
銅
也
、
扱
此
蔵
ゑ
秋
米
在

ヽ
′
納
ル
時
ハ
馬
に
て
道

切
ル
ほ
と
を
ひ
た
ゝ
敷
馬
也
、
此
蔵
の
内
′
右
の
間
の
内
す

『●
』
れ
て
大
本
の
椎
本

一
本

あ
る
、
地
′
ゑ
た
付
迄

ハ
手
の
と
ゝ
く
位
也
、
扱
此
方
の
門
の
向
か
ぎ
の
手
二
か
ら
堀
也
、

城
米
蔵
脇
留
守
居
組
番
す
る
、
門
年
始
五
節
句
ニ
ハ
開
ク
也
、
此
門
前
左
の
角

ヤ
ク

留
守
居
役
屋
敷
長
屋
門
づ
く
り
、
安
田
勘
左
衛
門
住
ス
、
此
屋
敷
前
左
の
方
同
役

屋
敷
に
て
熊
木
孫
兵
衛
住
ス
、
此
屋
敷
前
長
角
の
角
二
問
四
方
の
番
所
く
す

や
ふ
き
二
し
て
八
太
内
蔵
允
田
辺
権
太
夫
稲
葉
酒
之
允
与
力
昼
夜

一
人
つ
ゝ
番
を
ス
、

此
番
所
の
き
ハ
椎
木
門
見
附
に
て
二
階
門
か
わ
ら
ぶ
き
し
や
ち
は
こ
あ
る
、
門
下
足
軽

『前
』

番
也
、
門
の
そ
と
左
右
か
ら
堀
ま
い
の
如
し
、
門

『●
』
土
橋
也
、
角
馬
出
左
右
く
い
ち
が

い
土
手
向
の
方

一
め
ん
二
土
手
、
各
大
土
手
に
て
芝
附
大
杉
並
木
也
、
是
迄
に
て
三
ノ
丸

『是
酢
】』　
ラ
』ぼご
‘　
　
　
　
　
『此
辺
』

分
済
也
、
此
椎
木
を
出
す
、
本
丸
′

『●
』
迄
ハ
ま
所
二
て
色

ヽ
け
う
ぁ
る
也
、
左
二
印
ス
、

」
８
オ

一
ノ
門
下
足
軽
番
之
内
′
毎
夜
拍
子
木
半
時

一
時
二
打
て
天
守
下
迄
行
也
、
夜
半
比
妙
き
わ
め No.8



古今佐倉真佐子

「平
』

て
拍
子
本
を
く
う
中
′
と
ら
れ
う
つ
事
♂
叶
、
是
故
か
わ
り
の
拍
子
木
沢
山
門
二
有
一牡
、

「・
』
足
軽

ニ

小
役
壱
人
加
ル
、
あ
る
い
□
門
を

一
さ
ん
大
地

へ
打
か
へ
す
音
す
る
、
地
ひ
ゝ
け
る
、
其
節

一
切
そ
と
へ

不
知
事
也
、
門
ハ
た
を
れ
ハ
セ
さ
る
也
、
又
留
守
居
組
番
す
る
門

ヘ
ハ
寒
夜
之
節
ハ
大
猫
三
四
疋

ぁ
つ
ま
り
上
器
を
く
わ
い
来
り
て
す
ミ
を
入
火
を
を
こ
し
か
わ
る
／
ヽ
に
し
り
を
あ
ふ
る
事

す
と
也
、
此
火
消
と
何
か
た
へ
か
行
て
不
見
、
番
人
す
き
見
し
て
居
ル
也
、
此
門
の
向
堀
ば
た
ニ

『
卜

ｎ

「
　

　

　

　

　

ア
メ
　

　

　

　

　

　

　

　

ンヽ

五
百
目
の
か
ら
、デ
．〕Ｌ
つ
ゝ
二
挺
雨
た
ゞ
き
に
し
て
出
て
有
之
、
扱
夜
ふ
け
て
通
レ
ハ
き
わ
め
て
杉

並
の
ゑ
た
持
て
通
ル
人
の
あ
た
ま

へ
打
付
ル
也
、
通

『ｏ‐
］
か
ま

ハ
す
通
レ
ハ
か
わ
事
，な
し
、

（
大
　
　
般

正
五
九
月
本
九
に
て
た
い
ハ
ん

四
月
八
月
十
二
月
三
ヶ
月
共
二
月
中
′
末
右
大
は
ん
に
や
あ
る
前
夜
迄
ハ
お
ひ
た
ゝ

（し
く
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐　
　
　
‐　
　
　
　
　
　
　
　
‐　

　

・

く
し
あ
れ
て
難
義
す
る
也
、
秋

ハ
夜
中
杉
並
木

へ
か
け
す
来
り
て
色

ヽ
成
こ

へ
を

ン
~

拝若

た
て
鳴
ゆ

へ
に

一
入
す
ご
く
あ
し
き
事
也

・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
に
』

○
椎
の
木
曲
輪
い
ち
ゑ
ん

『●
』
印

馬

出

扱
角
の
そ
と
か
ら
堀
杉
並
本
の
根
竹
や
ら
い
な
し
、

『馬
出
凡
西
東
二
十
間
斗
北
南
八
九
問
斗

二
し
て
」

「・
」
此
馬
出

の
内
′
左

の
方

へ

行
は
左
の
方
か
ら
掘
先
迄
有
之
、
堀
の
向
大
杉
並
木
根
本
竹
や
ら
い

レ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ー

『ま
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
び

熊
木
孫
兵
衛
屋
敷
脇
に
＝オ
籠椎
木
門
の
左
の
方
か
こ
い
也
、
此
堀
ば
た
行
あ
た
り
杉
坂
坂
」
８
ウ

と
云
坂
に
て
坂
か
ぎ
の
手
二
曲
り
て
あ
る
、
坂
の
長
二
丁
余
、
此
下
根
曲
輪

へ
出
ル
、
根
曲
輪

末
二
出
ス
、
扱
此
坂
左
右
大
杉
並
木
に
て
ゑ
た
と
枝
に
北
・に
て
行
合
し
ゆ

へ
昼
に
て
も
く
ら
し
、

日
の
さ
す
事
な
き
ゆ

へ
じ
め
／
ヽ
し
て
大

『ｏ
』
し
つ
地
也
、
此
坂
ま
所
也
、
扱
前
の
道
な

シ
タ

　

　

　

　

『
一表

」

か
程
に
て
下
屋
敷
を
も
て
門
前

へ
行
、
坂
の
方
大
書
院
庭
の
へ
い
に
て
大
杉
其
外

『内
」

大
木
共
庭
二
有
之
故

へ
い
の
上
う
ち
山
の
如
し
、
此
下
屋
敷
長
凡
三
丁
斗
ひ
と
む
ね

の
長
に
て
少
か
ぎ
の
手

二
通
の
方

へ
出
は
り
て
長
屋
あ
り
、
夫
′

一
丁
斗
又
む
ね
つ
ゝ
き

〔図
で
は
源
五
太
夫
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

の
長
屋
に
て
此
所
裏
門
あ
る
、
此
長
屋
の
末
的
場
十
郎
左
衛
門
屋
敷

一
軒
あ
り
、
此
前
′

転
　
　
読

）

て
ん
と
く
あ
る
と
そ
の
夜
′
あ
や
し
き
事
少
も
な
し
、

あ
た
こ
坂
也
、
長
二
丁
余
、
左
右
′
大
松
大
榎
の
類
に
て
並
木
の
如
し
、
坂
の
右
の

方
あ
た
こ
山
本
立
也
、
此
坂
ま
所
也
、
的
場
屋
敷
向
が
ハ
あ
た
こ
別
当
園
正
寺

（
貧

土こ

也
、
真
言
宗
大
ひ
ん
ち
也
、
此
門
前
坂
の
方
あ
た
こ
へ
の
入
口
十
間
斗
行
て
丹
塗
の

大
鳥
井
有
之
、
鳥
井
の
内
左
之
方
あ
た
こ
、
右
の
方
五
社
也
、
両
社
と
も
ニ

『
こ
“

く
す
や
□
て
あ
た
こ
の
方
二
間
四
方
斗
五
社
の
方
同
様
也
、
鳥
井
′
十
六
七
間

ほ
と
行
て
少
高
キ
ゆ

へ
両
社
の
前
二
坂
あ
る
、
長
二
間
程
丸
キ
石
二
て
あ
か
り

（
段

）

た
ん
を
付
て

‘́
有
セ
、
東
西
北
の
方
大
松
に
て
は
へ
し
げ
る
、
南
の
方
ハ
別
」
９
オ

当

の
大
竹
や
ふ
に
て
有
之

レ

（宕
）
　

（
甲
　
由曰
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

○
愛
岩
ハ
か
ち
う
二
て
馬
二
召
た
る
さ
い
し
き
木
像
也
、
あ
た
ら
し
き
也
、
御
長
ケ
馬
オ
懸

二
尺
斗
、
五
社

ハ
天
照
大
神
春
日
大
明
神
鹿
嶋
大
明
神
客
仁
大
明
神
八
幡
大

・し
か
や

菩
薩
此
五
社
也
、
五
社
モ
ニ
御
長
ケ
三
尺
程
宛
之
木
像
二
而
彫
色
各
あ
た

（
マ

マ
）

『五
社
と
も
二
立
像
也
』

（帳
脱
力
）　
　
　
　
（宕
脱
力
）

ら
し
き
御
像
也

『ｏ
」、　
一
年
開
有
之
拝
ス
、
愛
山
ハ
正
軍
地
蔵
也
、
両
社
之
前
松
ノ
木

ニ

ン

釘
ヲ
打
テ
メ
一之
、

（祈
）
　
　
　
　
　
　
　
　

し
●

回
正
寺
気
念
之
上
二
而
ヌ
ケ
活
ヌ
ケ
ザ
ル
也
、　
一
本
二
三
本
程
つ
ヽ
打
テ

、さ
び
ま
ざ
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

有
之
、
ヤ

ニ

『卜
』
出
テ
イ
ヤ
ナ
ル
ナ
リ

ニ
成
リ
テ
有
之
、
時

々
ウ
シ
ノ
時
参
有
之
也
、
此
山

レ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
一ア
』
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

従
東
北
西
ノ
方
木
立
ノ
ア
イ
ョ
リ
見
渡
セ
バ
印
西
瀬
戸
飯
野
山
之
崎
飯
田
村
岩
名

村
辺

一
メ
ン
ニ
見
ル
也

扱
園
正
寺
の
南
隣
小
松
了
哲
屋
敷
也
、
此
屋
敷
の
前
；
左
ノ
方

へ
横
小
路
有
ル
、

左
右
共
二
士
屋
敷
、
此
行
留
杉
坂
也
、
長
三
丁
斗
左
右
ョ
リ
大
松
大
松
桜
杯

有
之
故
空
不
見
、
昼
に
て
も
を
ぐ
ら
し
、
ま
所
也
、
此
坂
の
上

ン

　

　

　

　

　

　

レ

，
　
　
　
『敷
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔図
で
は
杉
森
平
馬
〕

養
雪
屋

『ｏ
』
に
て
大
キ
成
松
山
也
、
左
の
方
山
下
紋
右
衛
門
屋
敷
、
此
屋
敷
隣
坂
の

上
秋
葉
之
社
有
之
、
ホ
コ
ラ
也
、
此
辺
′
愛
岩
山
の
辺
迄
大
公
並
木
ニ

・
／

有
之
、
う
の
鳥
年
中
宿
り
は
る
ハ
す
を
か
く
る
、
此
木
の
下
小
笹
の
山
な
り
し
」
９
ウ

右左

の
方
鷹
取
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か
う
口
け
の
魚
沢
山
有
一安
、
此
山
下
二
留
守
居
組
長
屋

‥／
有

一之
、
是
′
出
て
魚
ヲ

ぃ
襲

お
Ｔ

〓
つ
４
二
Ｌ
型
卜
ら

か
ｆ
ｒ
十
器
イ

ひ
ろ
う
也
、
此
辺
う

の
ふ
ん
に
て

一
め
ん
に
自
ク
雪
中

の
こ
と
し
、
障
橋
Ｔ
一数
百

０
「デ

ど
〓
る̈
故‐
．

『片千
籠
（に
』

か
へ
し
に
て
本
か
れ
か
ゝ
る
故
所
替
前
申
こ
と
／
ヽ
く
枝
ヲ
打
た
れ
ハ
う
と
ま
り
ゑ
す

殊
外
う
の
な
く
音
や
か
ま
し
き
事
也
、
い
め
う
を
う
の
く
そ
山
と
皆
人
よ
ば
ハ
る
也
、

又
小
松
屋
敷
前
′
椎
木
門
の
方
行
て
河
崎
新
五
兵
衛
屋
敷
前
′
左
の
方

へ
行
ハ

横
小
路
也
、
左
右
士
屋
敷
、
河
崎
屋
敷
向
荻
山
平
次
兵
衛
屋
敷
也
、
此
屋
敷
の
脇
椎
木

門
馬
出
の
か
ら
堀
也
、
前

ハ
下
屋
敷
表
門
前
也
、
扱
此
横
小
路
末
に
て
右
の
方
ま
か
り
て
又
横
小

路
、
右
ハ
内
田
義
太
夫
屋
敷
、
左
ハ
松
原
五
左
衛
門
屋
敷
、
此
横
小
路
末
米
蔵
の
裏
通
り
に
て

椎
木
の
右
の
か
こ
の
内
也
、
大
杉
並
根
本
竹
や
ら
い
そ
と
か
ら
堀
、
此
所
わ
け
て
深
シ
、

内
田
松
原
両
屋
敷
の
出
は
ず
れ
′
右

へ
行
ハ
馬
出
の
内

へ
入
、
左

へ
行
て
五
左
衛
門
門
前

へ

シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木

行
、
是
′
二
丁
斗
の
坂
也
、
松
原
屋
敷
の
方
大
松
山
、
右
の
方
大
杉
並
田
に
て

『げ
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１１
＝
＝
＝
＝
ｒ

し

『ｏ
」
り
て
有
之
、
此
下
七
曲
谷
末
二
出
ス
、
此
辺
坂
共
ま
所
の
趣
如
左

・／

○
下
屋
敷
書
院
八
九
歳
斗

の
か
む
ろ

（毎
）
　

　

　

　

ア
ツ
プ
　

　

　

（
障
　
擬

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【戸
】

・前
夜
出
ル
、
遊
迄
に
て
セ
う
け
な
す
事
な
し
、
書
院
の
角
杉
□

の
絵
な
り
、
平
ふ
り
わ
□
髪
の
こ
く
古
ル

あ
し
音
ハ
某
も
宿
番
の
節

一
夜
承
ル
、
人

（ミ
脱
力
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【と
】

つ
ゝ
を
も
う

つ
、
そ
の
音
ほ
ん
／
ヽ
□
き

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
べ

・
　

　

　

ネ

グ

ル

ワ

○

へ
び
坂
夜
ふ
け
て
杉
の
上
に
て
大
勢
の
声
二
て
き
や
り
の
音
す
る
、
又
あ
る
時
長
谷
川
金
右
衛
門
と

『ｏ
］
士
根
曲
輪

に
住
し
か
椎
木

の
家
中
屋
敷

へ
夜
咄

「］
」
米
り
し
ん
か
う

二
及
此
坂
を
通
し
に
陸
地
を
行
と
思
ひ

し

『●
』
い
つ
と
な
く
杉

の
本
の
う
ら
迄
引
あ
け
ら
れ
し
故
心
付
わ
ひ
事
申
た
れ

ハ
陸
地

へ
い
つ
と
な
□

『
に
』

を
ち
つ
き
し
故
夫
′

一
さ
ん

『●
し
か
け
出
宅

へ
帰
り
夫
′
ふ
た
ゝ
び
夜
ふ
け
て
通
ル
事
を
上
ル
、

金
右
衛
門
直
咄
に
て
承
ル

○
杉
坂
夜
ふ
け
て
此
坂
通
れ
ハ
坂
中
二
か
な
あ
ミ
の
如
く
成
ル
あ
み
を
張
と
う
さ
ゞ
る
也

○
愛
岩
坂
夜
毎
に
山
炒
砂
落
音
さ
ら
／
ヽ
す
る
也
、
昼
ハ
一
切
不
落
夜
斗
、
又
右
金
右
衛
門
あ
る

レ

夜
此
坂
を
通
し
に
ふ
と
こ
ろ
へ
銭

一
文
な
け
こ
れ
た
る
也
、
そ
の
銭
所
持
仕
ル
、
常
の
寛
永
通
宝
の
銭
也
、

又
あ
る
大
晦
日

『●
』
夜
松
井
七
左
衛
門
歳
暮

二
園
正
寺
来
り
初
夜
頃
此
堀
ヲ
通
ル
、
雨
天
故
傘
を
さ
し

坂
な
か
迄
を
り
し
に
上
妙
こ
ろ
／
ヽ

と
余
程
高
キ
音
に
て
こ
ろ
が
り
来
ル
か
折
ふ
し
七
左
衛
門
て
う
ち
ん

（く
脱
力
）

無
之
、
ま
つ
く
ら
成
り
し
か
七
左
衛
門
両
足
の
間

へ
右
の
物
来
り
て
は
さ
ま
り
あ
る
事
不
叶
故

レ

き
絵
也
、
此
絵
を
の
れ
と
は
な
れ
出
遊
よ
し
、
あ
る
く

一

の
あ
る
か
こ
と
し
、
又
広
間
の
ゑ
ん

ヘ
ハ
た
の
き
来
り
て
は
ら
一

こ
へ
る
也
、
そ
の
分
に
て
セ
う
け
な
す
事
な
し
」
ｌｏ
オ
　
　
　
　
一

傘
を
た

ゝ
ミ
て
ゑ
の
方
に
て
力
に
ま
か
セ
て
つ
き
た
る
二
か
ん
／
ヽ

音
か
し
た
る
故
か
た
手

二
而

『
い
』

い
ろ

『ｏ
」
見
ル
に
茶
釜
也
、
夫
′
半
時
斗
の
間
笠
の
ゑ
に
て
つ
き
や
う
／
ヽ
と
あ
し
は
つ
れ
し
ゆ

へ

一
さ
ん
二
か
け
出
帰
ル
、
笠
ハ
み
ち
ん
二
成
不
用
、
七
左
衛
門
直
咄
也
、
此
外
大
嶋
義
右
衛
門
な
と
も
う
し

（力
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
と
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
の
』

の
時
参
二
出
や
い
た
る
よ
し
直
咄
に
て
承
ル
、

『●
』
角
各
天
狗

『ｏ
』
わ
ざ
と
あ
い
見
ル
也
、
う
か
と
し
て
ハ

通
が
た
し
、
成
程
夜
ふ
け
て
通
れ
バ
山
′
砂
落
空
ハ
不
見
、
通
ハ
な
し
、
す
ご

也
、
を
り
口

へ
行
て
見
ル
ニ
何
レ
の
坂
に
て
ま
つ
く
ら
に
し
て

一
切
先

ハ
不
見

○
根
曲
輪
辺
′
七
曲
天
神
曲
輪
之
趣
」
‐ｏ
ウ

拠
天
守
下
水
掘
の
は
た
を
東
の
方

へ
行
ハ
畠
有
ル
所

へ
出
ル
、
左
の
方
や
ふ
木
立
な
り
、

‐
―

，
―

＝
―
‥
　

　

　

　

　

　

　

　

　

『
ハ
』

あ
か
す
門
三
階
門
に
て
有
之
、
是

『・
』
籠
城
の
節
の
落
回
の
問
也
、
か
わ
ら
ぶ
き
し
や
ち
は
こ
付

一
切
不
明
〆
切
番
人
な
し
、
先
年
之
大
ち
し
ん
の
節
此
門
の
し
ん
木
ね
ち
れ
た
る
直
て
不
直

彙
ｆ
ぶ
ロ
ハ
ノ
‘
０
七
γ
東
海
・漱
泌
夫
婢
縁
林

，
４

き
事
憔2
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古今佐倉真佐子

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
み
」

さ
る
也
、
此
門
の
そ
と
河
に
て
あ
し
ま
こ
六窯
Ш
類

一
め
ん
二
は
へ
大
竹
大
木
う

へ
ご

『・
」
し
し
故
通
り
′

―

―

―

―

―

―

‘

　

　

　

『
の
」

一
切
門
不
見
、
江
戸
口
へ
出
ル
道
の
方
也
、
扱
右
の
方
厩
に
て
百
疋
立
の
厩
く
す
や

『●
』
長
屋
に
て

／

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『場
』

あ
と
む
ね
あ
る
、
此
後
馬
場
也
、
右
門
の
方
′
来
レ
ハ
馬
献
上
の
脇

へ
出
ル
、
馬

『・
』
東
西

へ
長
二
丁
南

（間
）

高

北
三
軒
斗
・
土
手
芝
付
、
此
上
む
く
け
垣
也
、
馬
献
上
く
す
や
ぶ
き
二
間

二
四
五
間
斗
、
厩
の
内
左

の

方
野
駒
御
拝
領
之
節

つ
な
ぐ
小
や
場
也
、
厩
の
先
蓮
池
、
蓮
沢
山
侑
一牝
、
此
所
に
て
か
い
葉
ヲ

洗
也
、
厩
入
口
か
ぶ
き
門
、
左
右
少

へ
い
板
屋
根
、
此
門
前
′
東
の
方
凡
五
丁
斗
厩
門
′
出
、
右

方
山
ぎ
ハ
上
石
彦
左
衛
門
屋
敷
、
東
隣
月
岡
弥
左
衛
門
屋
敷
也
、
二
軒
共
余
程
大
屋
敷
に
て
玄
関
が
ま
い

（か
脱
力
）

也
、
此
屋
敷
脇
′
杉
坂

へ
あ
る
細
道
あ
る
、
夫
′
士
屋
敷
五
六
軒
あ
り
て
先
稲
葉
酒
之
允
与

（力
）
　

『敷
」
　

　

　

　

　

『
に
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
で

□
屋

『・
」
あ
り
て
先

『ｏ
』
大
鳥
孫
右
衛
門
屋
敷
あ
る
、
扱
与
力
屋
敷

の
前
′
長
屋
に
て
細
工
所
に
て
小
役

（屋
脱
力
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

人
の
細
工
人
と
も
住
宅
也
、
此
長
の
向
少

ゝ
つ
ゝ
畠
あ
り
て

一
め
ん
に
や
ぶ
也
、
此
そ
と
水
堀
に
て
田

町
か
た
町
前
也
、
此
辺

ハ
日
光
水
出
ル
、

、ゆ
か
上
』
―

　
　
　
　
　
　
　
一
の
〕

＋
ホ
上
迄
水
付
水
あ
か
り
す
る
也
、
大
鳥
屋
敷
□

前
迄
小
役
長
屋
あ
る
、
此
前

二
く
い
違
の
土
手
芝
付
、
土
手
上
竹
や
ら
い
、
此
そ
と
右
の
方

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『冠
木
」

愛
岩
坂

へ
行
方
向
の
方
少
先
左
の
方
田
町
門
、
か
わ
ら
ぶ
き
に
て
大
き
成
ル
車
階

【前
】

な
し
Ｔの
問
し
や
ち
は
こ
附
、
門
□
土
橋
左
右
水
堀
也
、
川
魚
沢
山
す
む
、
門
内
右
の
」
１１
オ

方
愛
岩
ぎ
ハ

『・
］
こ
け
ら
ぶ
き
番
所
、
町
同
心
勤
ル
、
両
人
つ
ゝ
也
、
か
ら
め
て
の
門
也

´
」Ｔ
酪
一
）

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『方
」

扱
田
町
門
番
所
の
前
向

へ
行
ハ
左
の

『●
』
一
め
ん
二
や
ぶ
、
右
の
方
う
の
く
そ
山
下
、
留
守
組

長
屋
前

へ
ま
か
り
て
出
ル
、
此
少
先
左
の
方
杉
坂
の
下
へ
出
ル
、
養
雪
屋
敷

『ウ
ラ
』Ｌ
「
ゥ

山
松
山
の
下
也
、
此
ま
つ
山
の
下
を
向

へ
行
ハ
ふ
た
ま
た
の
道
あ
る
、
右
の
方

へ
行
て
ハ

ー

　
　
　
　
・
『竹
が
き
の
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

水
花
此
く
た
ん
―
杵
叩内
杉
並
木
二
十
間
四
方
斗
二
し
て
内

一
め
ん
二
谷
也
、
じ
く
／
ヽ
し
て
し
め

り
あ
る
、
青
草
芝
の
如
し
、
真
中
二
南
北

へ
細
長
池
あ
り
て
水
あ
る
、
か
き
つ
ば
た
あ
り
、
皆
花

紫
也
、
此
池
の
上

一
め
ん
二
ふ
と
う
棚
也
、
し
つ
ち
ゆ

へ
か
ふ
と
う
は
こ
り
か
ぬ
る
、
此
前

へ
を

行
て
左
の
方
士
屋
敷
三
軒
あ
る
、
水
花
た
ん
下
屋
敷
出
来
の
節
で
き
る
、
此
き
ハ

「・
』
屋
敷

村
山
陽
左
衛
門

『炒
一珈動
一財
却́踊
理

醜́
鰊
下の
内
を
切
こ
ミ
て
山
下
平
兵
衛
屋
敷

一
軒
あ
る
、
此
先
ハ
行
留

松
原
五
左
衛
門
脇
坂

へ
出
ル
、
此
坂
左
の
方
谷
下
二
日
田
理
兵
衛
屋
敷
脇
の
池
二
水
あ
る
、
鮒
沢
山
ニ

「
・り

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『
ン

で

，

す
一使
、
流
な
き
た
め
池
故
腱
事
・庁
し
し
、
此
池
に
て
ま
い
は
る
三
月
末

ニ
ハ
か
わ
す
が
つ
セ
ん

有
之
、
数
千
疋
の
ひ
き
蛙
あ
つ
ま
り
左
右

へ
わ
か
れ
て
昼
夜
七
日
か
程
の
内
左
右

へ
入
違
ニ

レ
蛙
共
出
く
い
合
て
を
ゝ
い
た
る
ハ
友
の
蛙
セ
を
い
入
ル
也
、
水
こ
く
／
ヽ
泥
水

二
成
ル
也
、
此
蛙
共
六

七
里

外
′
集
ル
よ
し
、
此
内
ハ
在
辺
二
ひ
き
か
へ
る

一
切
な
し
、
此
か
つ
セ
ん
済
と
在
ヽ
に
か
わ
す
あ
る

（
マ

マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

・

よ
し
百
性
共
咄
に
て
承
ル
、
扱
／
ヽ
む
さ
き
も
の
し
か
し
め
つ
ら
し
き
事
故
各
見
物
た
へ
　
　
・
‐

４
１
１

す
あ
る
也
、
人
見
居
て
も
か
ま
ハ
す
土
く
れ
を
な
け
入
て
も

一
切
か
ま
ハ
ざ
る
也
、
名
高
蛙

　

　

ロ

ヽ
日
′

か
つ
セ
ん
也
、
扱
も
と
の
水
花
く
た
ん
の
所
′
左
の
方

へ
行
て
此
間

一
丁
半
斗
、
右
角
和
田
　
肌
Ⅲ

…
　
　
（．敷
脱
力
）

治
太
夫
屋
、
左
の
方
細
水
ぞ
あ
り
て
此
向
は
た
杉
並
木
、
此
内
三
十
間
四
方
斗
畠

〔図
で
は
仁
右
衛
門
〕

台ヽ

党

力
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此
向

一
め
ん
二
や
ぶ
也
、
や
ぶ
の
そ
と
鍛
一慟
様
也
、
和
田
屋
敷
前
′
大
坂
有
ル
、　
一
丁
斗
あ
か
り
て

又
左
の
方

へ
一
丁
ほ
と
あ
が
る
也
、　
へ
な
ち
故
雨
天
の
節
ハ
す

へ
る
也
、
下
の
方
坂
き
」
‐２
オ

急
也
、
此
坂
の
上
天
神
曲
輪

へ
出
ル
、
末

二
記
、
根
曲
輪
′
七
曲
辺
相
済
、
各
谷
間
な
り
、

水
花
た
ん
の
辺
ま
所
也
、
そ
の
趣
如
左

○
夏
目
水
右
衛
門
椎
木

へ
夜
咄

二
行
、
夜
ふ
け
て
帰
ル
時
此
所

へ
通
懸
し
に
折
し
も
や
ミ
の

時
成
し
に
俄
に
日
中
の
こ
と
く
あ
か
る
く
成
し
か
し
ば
ら
く
あ
り
て
道
も
木
立
も
か
き
の
類
も

ハ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（く

児̈
カ

ン

光
強
成
銀
箔
に
て
た
ミ
し
如
く
に
て
そ
の
ひ
か
り
両
眼

へ
入
て
い
つ
か
う
あ
る
こ
と
不
成
ル
故

『
」
ヽ
“　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ヽ
　
・

水
く
囲
Ｌん

の
辺
′
和
田
屋
敷
辺
迄
行
て

『ｏ
』
も
と
へ
帰
り
数
度

二
及
大
難
義
す
る
に
よ
つ
て

則
諸
真
言
と
う
を
念
じ
し
か
し
ば
ら
く
あ
り
て
ま
つ
く
ら
に
成
た
る
ゆ

へ
一
さ
ん
に
坂
を

か
け
あ
か
り
帰
た
る
よ
し
水
右
衛
門
直
咄
に
て
承
ル
、
此
外

二
も
余
ほ
と
出
合
た
る
者
有
ル

よ

し
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広
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中
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で
は
大
来
院
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七
曲

の
坂
上
左

の
方

へ
少
曲
り
て
行
と
天
神

の
社
有
、
右

の
方
角
別
当
大
正
院

真
言
宗
の
寺
有
之

○
丹
塗
木
の
鳥
井
、
此
内
右
の
方
中
杉
並
木
、
此
向
別
当
門
前
也
、
左
の

『●
』
釣
か
ね
有
之
、
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（
焼
　
　
　
失
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『
に
』

森
崎
団
兵
衛
火
事
之
節
此
辺
迄
セ
う
し
ゆ
つ
ゆ

へ
か
ね
ぢ
の
う

へ

「●
』
九
太
を
置
て
此
上

二
置
也
、
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ヽ
ロ

ヨ
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言

´
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一「
一
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大
キ
成
ル
釣
か
ね
也
、
痛
町
ゴ
貯
介

『̈
」
き
し
ん
の
か
ね
也
、
か
ね
の
銘

二
き
り
付

て
有
之
、
此
か
ね

所
替
有
ル
と
り
う
ず
′
惣
外

へ
強
あ
セ
を
か
き
て
不
止
ざ
る
よ
し
、
上
野
介
殿

つ
ふ
れ
し
時
ニ
ハ
此
か
ね
の
あ
セ
強
流
、
七
曲

へ
さ
し
て
流
た
る
よ
し
申
伝
、
則
此
」
１２
ウ

方
様
御
所
替
の
節
罷
越
見
た
る
に
不
残
あ
セ
を
か
き
て
手
に
て
な
て
る
に
た
な
こ
ゝ
ろ
の

内

一
め
ん
に
ぬ
れ
た
る
也
、
つ
ね
ハ
あ
セ
か
く
事

一
切
な
し
、
ふ
し
き
成
か
ね
也
、
此
か
ね
の
少
先

へ

『
に
』

行
と
左
右
社

『・
』
あ
る
、
左
の
方
社
前

へ
出
て
あ
る
、　
一
間
四
方
斗
の
惣
木
ば
め
屋
根
く
ず
や

稲
荷

の
社
に
て
御
神
前

二
み
す
懸
て
あ
る
、
此
社

の
脇
少
先
右

の
方
同
位

の
社
あ
る
、
是

ハ

天
神
也
、
御
神
前
右

二
同
、　
一
年
開
帳

の
節
拝
ス
ニ
東
外
に
て
冠
召
た
る
下
二
御
す

ハ
リ

「た
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「成
』

た
る
二
尺
斗

の
黒
め
成
石
に
て
き
さ
ミ

『●
」
像
也
、
杉
並
木
根
本
細
‡
竹
や
ら
い
ゆ
い
て
有
ル
、

別
当
天
神
の
社

の
右

の
角
に
て
門
な
く
直

二
寺
也
、
小
屋
懸
の
趣
也

扱
元
の
坂
上
天
神

へ
行
、
角

の
所
阿
部
幸
右
衛
門
屋
敷
向
勘
定
場
の
内
小
役
人
長
屋
有
ル
、

『
方

つ

此
間

一
丁
斗
左
の

『ヽ
］
入
角
勘
定
場
、

『又
』　
　
　
　
『方
』

『ｏ
』
右
の

『●
』
三
丁
斗
の
内
上
月
源
太
兵
衛
屋
敷
ι
八
太
安
兵
衛

迄
裏
広
小
路
也
、
源
太
兵
衛
屋
敷
前
′
右
の
「
家
田
杢
介
、
右
の
方
屋
敷
脇
左
中
嶋
為
右
衛
門

屋
敷
脇
に
て
凡

一
丁
斗
行
ば
広
小
路
へ
出
、
又
八
太
安
兵
衛
屋
敷
少
先
ι
右
の
方
へ
行
ハ
又

一
丁

目
屋
敷
と
屋
敷
の
間
也
、
こ
ゝ
を
通
過
レ
ハ
広
小
路
へ
出
ル
、
広
小
路
上
の
方
三
の
間
の
そ
と
左
稲
葉

大
右
衛
門
、
塚
田
杢
介
屋
敷
、
右
の
方
角
成
田
磯
左
衛
門
、
後
藤
十
兵
衛
、
飯
塚
新
五
兵
衛
屋
敷
、
成
田
屋
敷
脇

『
へ
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

堀
は
た
を
右
の
方

へ
行
ハ
作
事

『ｏ
」
出
ル
也
、
扱
杢
介
、
新
五
兵
衛
屋
敷
脇
天
神
曲
輪
′
来
ル
四
つ
辻
也
、

右
の
方
飯
塚
か
と
左
武
居
五
郎
兵
衛
屋
敷
間

一
丁
斗
坂
に
て
夫
′
行
あ
た
り
大
下
町
上
野
三
郎
左
衛
門

屋
敷
前

へ
出
ル
、
鷹
て
う
町

へ
行
坂
の
上
也
、
稲
葉
塚
田
成
田
後
藤
の
屋
敷
品

ヽ
大
木
之
う

へ
こ
ミ
也
、

『敷
』

武
居
門
前
′
東
の
方
二
丁
斗
行
と
追
手
門
前

へ
出
、
右
瀧
川
新
右
衛
門
屋

『叫
」
『に
て
』
留
ル
、
左
の
´

方
裏

小
路
′
出
ル
、
門
の
方
杉
原
与

一
左
衛
門
屋
敷
二
留
ル
、
是
迄
上
長
凡
三
四
丁
斗
、
各
屋
長
屋

掏
辞

ロ
ー

．
　
ヽ
　
、

板
や
ね
白
か

へ
作
　
万
詳
院
殿
□
帰
城
御
着
之
節
と
御
参
府

の
節
大
右
衛
門
屋
前
′
」
１３
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』

杉
原
屋
敷
少
先
迄
片
か

「ぃ
」
へ
罷
出
一房
一御
目
見
仕
ル
、
夜
中
ハ
左
右
屋
敷
／
ゝ
耐
高
提
灯

履

ヽ
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大
知
ハ
ニ
張
小
身
ハ
一
張
つ
ヽ
年
一明
迄
立
ル
な
り
、
大
か
た
御
参
府
の
朝
の
事
也
、
平
日
広
小
路
ハ

惣
林
り
つ
は
成
ル
事
也
、
佐
倉
大
名
小
路
也
、
扱
瀧
川
屋
敷
脇
′
右
の
方

へ
行
ハ
中
下
町
の

末
石
崎
助
右
衛
門
屋
敷

『．Ｉ

へ
出
ル
、
瀧
川
屋
敷
脇
左
の
方

一
め
ん
二
土
手
芝
付
大
木
杉
並
木

木
の
根
き
わ
竹
や
ら
、
此
外
か
ら
堀
也
、
扱
追
手
見
附
に
て
三
階
門
ハ
ハ
ら
ぶ
き
し
や
ち
は
こ

付
ク
、
足
軽
番
門
下
也
、
間
の
そ
と
十
五
間
四
方
斗
の
升
形
土
手
を
つ
き
廻
し
大
木

杉
並
木
根
本
不
残
竹
や
ら
い
、
左
の
方
角
升
形
′
そ
と
へ
出
し
て
こ
け
ら
ぶ
き
、
二
重

の
や
く
ら
あ
る
、
時
を
う
つ
矢
倉
也
、
時
ハ
つ
り
か
ね
也
、
出
火
の
節
も
此
矢
倉
に
て
早
か
ね

打
也
、
升
形
右
の
方
土
橋

へ
出
ル
、
向
田
辺
権
右
衛
門
屋
敷
前
也
、
升
形
の
土
手
の
そ
と
時

か
Ｌ
純
物
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ツト

の
矢
倉
の
下
通
迄
か
ら
堀
也
、
追
手
御
門
に
ハ
と
ば
と
大
分
住
也
、
此
外
官
小
路
也
、
末

ニ

ー
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出
ス
、
扱
中
下
町
石
崎
の
屋
敷
向
牟
礼
弥
太
夫
屋

『ま

也
、
此
屋
敷
隣
村
山
善
右
衛
門
屋
敷
也
、

牟
礼
屋
敷
す
く
れ
て
大
竹
藪
也
、
両
屋
敷
の
間

一
丁
半
斗
行
と
大
下
町
末
へ
出
ル
、

此
所
屋
敷
の
間
村
山
屋
敷
ち
ゞ
り
樹
木
畠
に
て
一
め
ん
二
は
ち
や
柿
沢
山
う
へ
て
あ
る
、

て

根
本

一
め
ん
二
い
ち
こ
う

へ
て
あ
る
也
、
入
口
木
戸
に
て
丸
竹
の
か
う
し
戸
也
、
ヤ
う
を
ろ
し
て
置

也
、
扱
牟
礼
屋
敷
前
′
三
四
丁
斗
左
右
士
屋
敷
、
此
小
路
の
行
留
り
作
事
な
り
、

牟
礼
屋
敷
前
′
凡
三
丁
斗
行
と
武
居
脇
の
坂
下
也
、
四
つ
辻
也
、
是
′
左
の
方
」
１３
ウ

ヘ
行
と
上
野
三
郎
左
衛
門
屋
敷
前
′

一
丁
半
斗
少

ゝ
丸
く
廻
り
て
行
ハ
右
樹
木
畠
の

前

へ
出
ル
、
左
右
士
屋
敷
、
此
辺
是
に
て
相
済

り
こ

４
Ｅ
Ｉ

ヽ
日′

′
ヽ

Ｈ
Ｎ


